
東京オリンピックのロゴ・マーク等の知財管理
（「商店経営に役立つ知的財産ミニ講座」資料より:連載第２回）

2015年11月20日に、大田区産業プラザＰｉＯで「 商店街のための知的財産ミニ講座」のタイトルで、商標権・著作権の解説を中心にしたセミナー（http://patent-japan.sakura.ne.jp/page-94.html）を行いました。その時に、大きな話題であった東京オリンピックのロゴ・マークの話も少し入れようと、いろいろと調べたら、突っ込み所のある情報が結構あることがわかりました。そこで、2016年3月22日に、再び大田区産業プラザＰｉＯでセミナーを行う機会をいただいた際に、東京オリンピックのロゴ・マークの知財管理（http://patent-japan.sakura.ne.jp/page-106.html）に特化した内容をまとめてみました。そのときの資料をベースに、説明を補充した、ブログ連載第２回です。
第２回は、東京オリンピックのロゴ・マーク等の知財管理をする
「公益財団法人東京オリンピック･パラリンピック競技大会組織委員会」について、
ホームページを参照して整理してみました。

＊＊＊＊＊＊
この連載では、以下の略称を使用します:

●組織委員会:公益財団法人東京オリンピック･パラリンピック競技大会組織委員会●ＪＯＣ:公益財団法人日本オリンピック委員会●ＪＰＣ:日本パラリンピック委員会●ＩＯＣ:国際オリンピック委員会（ International Olympic Committee ）●ＩＰＣ:国際パラリンピック委員会（ International Paralympic Committee）なお、IPCは、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会の内部組織とのことです（http://www.jsad.or.jp/paralympic/jpc/） 1
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■組織委員会とは?■
おいおいご紹介しますが、ホームページには、
組織委員会が東京オリンピックのロゴ・マーク等を管理していることが
掲載されています。

ホームページ右上のタブから、組織委員会そのものに関する情報をみることができます。
引用元:https://tokyo2020.jp/jp/
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■組織委員会とは? ■
「組織委員会について」によれば、組織委員会は以下のように概要されます。
IOC及びJOCは民間団体ですが、組織委員会は、東京都が設立財産を半分（１億
５千万円）拠出しており、税金が投入されている半官半民の公益団体です。

正式名称:公益財団法人東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会組織委員会
設立経緯:公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC）と東京都により

2014年1月24日に一般財団法人として設立され、
2015年1月1日付で公益財団法人になった。

事業内容:東京2020大会の成功に向けて、組織委員会は、
JOC、東京都、JPC、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会、
政府、経済界、その他関係団体と共にオールジャパン体制の中心となり、
大会の準備及び運営に関する事業を行っている。

設立者が拠出する財産:東京都／ＪＯＣ＝１億５千万円 ／１億５千万円
組織委員会ＨＰ ●https://tokyo2020.jp/jp/organising-committee/

●https://tokyo2020.jp/jp/organising-committee/finances/ より
公益財団法人:「学術、技芸、慈善その他の公益に関する23種類の事業であって、不特定多数の者の利益の増進に寄与する」事業の比率が50％以上であり、行政庁（内閣府、都道府県）によって公益認定がされている。
引用元: 公益法人制度とNPO法人制度の比較について:http://www.cao.go.jp/others/koeki_npo/koeki_npo_seido.html国・都道府県公式公益法人行政統合情報サイト:https://www.koeki-info.go.jp/
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■組織委員会とは? ■
「組織委員会について」で、組織委員会は以下のように説明されています。

組織委員会のトップは森会⾧とばかり思って
いたのですが、何故か、組織図には掲載されず、
「評議員」「役員等」の順で「役員等」に別に
記載されており、一体誰がトップなのか解り難
くなっています。
「顧問会議」は安倍首相をトップとする政治の
中枢を担う方々と幅広い分野の方々で構成され
ています。

〔評議員〕 川淵三郎、元文科大臣、JOC名誉委員、東京都副知事
〔役員等〕 名誉会⾧ :御手洗冨士夫

会⾧ :森喜朗
専務理事（事務総⾧） :武藤敏郎

〔顧問会議〕 最高顧問／議⾧ :安倍晋三
最高顧問 :衆院議⾧・参院議⾧
特別顧問 :麻生太郎、菅義偉、他
顧問 :石原慎太郎、泉ピン子、他

※著名な方は、肩書でなくお名前を記載しました。※各部門には、経済・文化・芸術・スポーツ・芸能等各界から人選されています。引用元:組織委員会ＨＰ ●https://tokyo2020.jp/jp/organising-committee/structure/●https://tokyo2020.jp/jp/organising-committee/structure/advisory-meeting/） 4
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